
知
止
の
一
段
は
止
a
至
普
-
の
桜
子
主
投
候
。
一
部
づ
込
の
上
に
て
は
、

歪
普
の
道
理
を
行
得
申
依
も
可
有
之
候
へ
共
、
明
a
明
徳
-
新
'
民
共
陀

金
剛
阻
豆
普
の
越
に
叶
巾
候
は
、
混
入
の
地
位
陀

τ可
有
御
座
候
問、

全
功
を
以
て
申
候
時
は
、
最
早
是
よ
り
上
無
之
俄
に
御
座
候
。
如
此

歪
て
霊
童
仮
に
付
、
此
一
段
の
次
第
を
設
申
候
。
先
づ
商
事
の
上
に

て
、
北
ハ
止
る
べ
き
坊
を
見
切
り
巾
俄
を
知
'
止
と
巾
候
。
院
に
見
切

p

候
は
w
h

、
則
其
通
り
に
止
り
得
可
申
儀
陀
候
へ
共
、
知
り
得
る
は
猶

易

t
、
行
ひ
得
る
は
救
難
〈
御
座
候
。
共
故
既
知
ν
止
の
以
後
、
共
黙
す

る
に
随
ひ
、
自
然
陀
地
位
の
段
付
吉
出
来
仕
り
、
特
v
止
は
共
よ
の
俄

と
申
甘
引
に
御
座
候
。
定
掛肘
安
胞
は
其
段
付
の
失
第
陀
御
座
候
。
知
v
止

可
思
小
説
程
四
十
六

持
米
賜
は
る
と
也
。

て
綱
領
と
八
係
自

漏
り
ね
は
片
敷
〈
袖
の
婆
な
れ
や
い
ね
か
へ
る
と
モ
別
な
り
け
れ

和
州
と
と
陀
甘
心
あ
り
て
、
帥
時
に
百
姓
非
居
赦
発
、
女
子
に
は
扶

布
の
猷
利
州
僻
へ
山
間
て
、
十
二
歳
の
民
女
な
ど
に
は
可
有
械
な
し
、

定
て
外
人
の
備
作
な
ら
ん
と
て
、
右
の
女
子
主
呼
ば
れ
、
E
L
る
み
に

常
感
の
附
阻
止
給
は
り
け
り
。
仲
世
間
叫
に
い
は
〈
、
ひ
と
り
縫
の
わ
か
れ

と
云
挑
題
左

p
。
女
子
取
あ
へ
宇
よ
み
け
る
。

前
々
よ
り
御
旗
本
中
無
息
人
迄
も
、
弓
馬
其
外
武
百世
精
陀
入
候
者
は
、

不
自
に
よ
党
有
之
御
袈
美
等
紋
下
候
。
先
頃
被
仰
出
候
は
、
武
惑
に

不
限
、
間
申
文
・歌
間
申
を
始
め
遊
惑
に
て
も
其
ロ
問
主
不
法
、
頭
A

承
届
可

謹
上
聞
旨
被
仰
出
候
。
依
之
如
何
の
遊
婆
陀
て
も
常
に
翫
候
へ
ば
、

頭
A

承
届
巾
筈
に
候
庭
、
新
株
顕
大
久
保
孤
三
郎
計
百
一
人
は
、
武
務

共
分
に
て
不
苦
候
。
思
て
も
叉
被
仰
付
候
。
先
づ
指
是
可
申
旨
被
仰

波
候
。
右
陀
付
御
役
人
も
罷
越
候
。
路
金
箆
き
は
百
雨
、
極
き
は
五

十
雨
・三
十
雨
宛
被
下
候
。
於
御
抗
日
紛
時
間
少
も
民
家
主
食
申
俄
有
之

間
放
候
。
寺
を
借
り
錦
宿
賃
銀
一
枚
宛
可
相
波
候
。是
も
従
a
公
儀
-
被

下
候
に
付
、
自
分
の
入
用
少
も
然
之
候
。
今
般
水
拐
に
付
、
御
救
御

入
用
御
倹
約
の
儀
は
無
之
旨
被
仰
出
候
。

て
大
久
保
菊
三
郎
指
拘
の
事

一
、
今
般
川
除
都
て
水
叫
酬
の
所
k

、
来
二
月
切
K
指
念
ぎ
、
訴
の
出
水

を
先
づ
防
可
申
候
。
指
念
候
へ
ば
竪
〈
丈
夫
に
は
出
来
仕
開
放
候
。
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相似付
止に地

申
候
故
、

E
L
K
て
道
理
の
か
ね
合
を
心
の
催
に
考
へ
申
候
。
共
放

安
而
后
能
成
と
中
候
。
能
〈
成
る
事
成
山
候
へ
ば
、
E
A
K
て
最
初

見
切
の
通
医
、
至
警
の
道
盟
主
行
ひ
被
得
候
故
、
慮
而
后
能
得
と
申

候
。
右
の
趣
K
付
、
知
ν
止
よ
り
能
締
結
、
不
残
地
位
の
段
付
に
て
、

此
方
よ
り
抑
て
、
か
桜
花
仕
と
申
俄
陀
て
は
無
御
座
候
。
共
故
此
段

は
工
夫
に
は
あ
ら
宇
、
地
位
自
然
の
効
験
と
申
候
。

同時
党
三
綱
領
の

λ
五

々
に
手
前
へ
近
寄
り
来
り
巾
候
。
如
此
心
身
の
上
し
ま
り
に
候
へ

ば
、
官
舶
を
努
候
時
、
事
K
悲
は
れ
不
申
、
と

t
と
忠
政
仕
俄
成
り
山
州

は
止
弘
百
の
あ
り
か
は
見
届
候
へ
共
、
只
目
訟
の
出
来
巾
迄
に

τ、
五

普
の
道
理
と
我
身
と
は
、
い
ま
だ
盗
に
陥
り
由
同
候
。
Mm
共
共
見
切
出
来

候
故
、
官
内
部
の
上
に
あ
れ
ぞ
と
存
候
心
官
て
有
之
候
。
n
躍
を
知
v

止
て

后
有
v
定
と
申
候
。
心
世
出
来
仕
候
へ
ば
、
共
内
に
自
然
と
心
務
付
来

り
申
候
。
北
ハ
故
定
而
后
能
安
と
申
候
。
心
落
付
候
へ
ば
共
内
に
自
然

と
身
陀
推
し
沙
り
、
何
事
陀
出
合
、
如
何
な
る
場
へ
臨
候

τも
、
心

身
令
恒
仕
候
て
安

t
成
申
候
。
共
放
静
而
后
能
{
士
と
申
候
。
如
此
志

有
v
定
而
よ
り
、
心
に
沙
り
て
能
〈
静
に
成
り
、
能
〈
静
な
る
よ
り
山河

陀
推
捗
て
能

t
安

t
成
り
、
志
よ
り
心
、
心
よ
り
身
と
、
段
々
内
よ
り

外
へ
推
渉
担
申
内
陀
、
最
初
盗
に
隔
り
有
之
至
普
の
道
理
、
次
第
々

歌
陀
い
は
〈
。

露
の
身
を
つ
な
ぎ
切
た
る
お
か
づ
ら
恨
は
去
践
の
秩
に
と
モ
あ
れ

石
有
之
候
庭
、
普
賢
せ
ら
る
れ
北
ハ
未
来
候
。
判
梓
陀
令
牢
合
候
。
布
百

姓
の
女
十
二
畿
な
る
が
、
父
の
非
命
を
悲
し
み
和
歌
を
詠
じ
ぬ
。

廿判

度
指
拘
候
桜
陀
御
直
陀
上
意
に
て
指
拘
候
。
御
直
陀
か
桜
に
被
仰
波

候
儀
、
只
今
迄
承
及
不
申
俄
と
、
口
北
も
臨
州
旅
敵
穏
に
候
。

一
、
少
女
の
詠
歌
、
父
の
鈴
牢
を
救
ふ

信
州
廿
川
越
城
主
内
藤
大
和
守
殿
領
内
の
百
姓
、
去
年
年
賀
未
逃
十
五

依
存
立
候
隙
は
無
之
候
。
此
所
在
被
思
召
付
候
て
今
般
被
仰
山
候

庭
、
共
方
一
人
仰
上
の
思
召
K
越
候
俄
、
沙
汰
の
限
に
思
召
候
。
急

は
、
料
簡
有
之
俄
と
思
召
候
。
品
ん
武
穫
の
外
は
無
用
と
市
候

τ、
不

巾
上
分
は
其
逝
陀
候
へ
共
、
内
μ巾
h
k

密
h
k

謹
上
聞
候
綴
に
と
の
思
召
に

候
。
近
年
は
若
宮
者
共
、
無
息
の
内
よ
り
交
り
悲
敷
、
人
倫
陀
も
は
づ

れ
候
併
の
者
共
も
有
之
由
被
筋
間
召
候
。

仮
令
遊
惑
に
染
候
て
も
、

右
併
の
者
陀
は
越
可
申
候
。
符
婆
に
心
懸
候
へ
ば
不
調
付
限
候

τ、
不
宜

迄
を
組
中
承
届
、
被
謹
上
聞
候
彪
、不
日
陀
踊
三
郎
被
錦
召
、
仰
直
に

被
仰
山
候
は
、
今
般
一
統
組
中
武
献
山
花
不
限
、
遊
欝
K
て
も
翫
俗
、
可

建
上
間
宮
被
仰
向
候
庭
、
共
方
一
人
武
副
部
迄
を
組
中
承
胤
申
上
候
俄

入
五
O




